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序章では議類の分布・出現，植物界における藻類の

位置，藻類の体制，生殖，培養法，分類系，化石藻類，

藻類と人生などについて述べてある。ここの部分は内

容の割に頁数が少ないが，簡潔ながら要領よく，うま

くまとめである。

本文は Cyanochloronta， Chlorophycophyta， 

Charophyta， Euglenophycophyta， Phaeophyco・

phyta， Chrysophycophyta， Pyrrhophycophyta， 

Rhodophycophyta， Cryptophycophytaの 9divi-

sionに分げて，divisionによって多少の差異はあるが，

それぞれの生育環境，全般的な特徴，細胞や藻休の構

造，運動，生殖法や生活史，栄養法などについて述べ

たあと，その division毎の分類系が示しである。

この中でも細胞や藻体の構造について，主要なもの

は透過型・走査型電顕写真なども示されていて，本文

の説明の簡潔さを補って，わかりやすいと思われる。

Cyanochloronta (し、わゆる Cyanophycophyta)は

3自にわけ，その中の27属がとり挙げられている。属

たついては形態的特徴の他に生舶法などが記されてい

るが，腐の説明に当ててあるスペースは一般に少なく，

じたがって，属の詳しい形質を調べるには少し不充分

である。

次の Chlorophycophytaは Volvocales，Tetras-

por温les.Chlorococcales，' Chlorosarcinales， Chlon-

ellales， Ulotrichales， Chaetophorales， Oedogo'nia・

les， Ulvales， Cladophorales， A:crosiphonales， 

Caulerpales， Siphonales， Dasycladales， Zygne-

matalesの15日で，この中には最近の研究にもとづい

た目の新しい分け方も出てくる。属は合計 121のもの

がどりあげてある。¥
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Charophytaでは全般的な形態，生殖などについて

述べてある。 Euglenophycophytaは3目に分けて，

9"属。 Phaeophycophytaは13目43属について述べて

あるが，ここのところは他に比べて詳細である。

Chrysophycophytaは珪藻の 2目を含めて 5網 16

目に分けて20属が扱われている。 Pyrrhophycophyta

は6目9属が扱われているが，赤潮や毒性にもふれて

関連の新しい文献も多く引用してある。

Rhod叩 hycophytaは色素体や pitconnectionの

問題や生活史にふれたあと， 2亜網9目の57属を扱っ

ているが，その中の主なものについては説明が詳細で

ある。最後に Cryptophycophytaが4頁にわたって

記されている。

付録として培養法，代表的培養液の処方8頁， Glo・

ssaryが10頁で本文中に出てくる主要な術語が拾って

ある。引用文献は実に充実し，約90頁，文献数はおよ

そ2400点にのぼっているが，改行にしてあるために非

常に見やすく便利である。

先に，記載されてLる属の説明が少ないと述べたが，

実は巻末にある膨大な引用文献をみると，この本の本

領がはっきりすると思われる。引用文献は Oltmann，

Fritschなどの名著の他に Monographとして主要な

ものは別として，大部分が1960年代以降の新しいもの

である。この本では綜説的な部分も属の記述も，すべ

て OItmanns，Fritsch.さらには Smithものをふま

えて，それ以後に新しく加わった知見を，それらの文

献を引用しながら巧に説明を進めている訳である。

最近は学術誌の数もふえ，その総てを見るのは容易

なことではないが，この本のように新しい文献を網羅

して，それを引用して説明を進めているのは，私にと

っては誠に有難い本であるし少なくともこの本に引

用されている文献は目を通してから仕事を進めたいも

のだと忠つでいる。(日大，農獣医ー・・教養・山岸高旺)
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